
万
葉
文
化
館
の
収
蔵
作
品

前
号
で
は
万
葉
文
化
館
所
蔵
の
「
万
葉
日

本
画
」
の
特
徴
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、
万
葉

文
化
館
に
は
「
万
葉
日
本
画
」
と
は
異
な
る

作
品
も
多
く
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は

そ
れ
ら
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て
い
き
た
い
。

ま
ず
、
重
要
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
「
万

葉
日
本
画
大
賞
展
入
選
作
品
」
が
存
在
し
て

い
る
。
万
葉
文
化
館
で
は
平
成
十
五
年
（
二

〇
〇
三
）
か
ら
平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一

一
）
ま
で
の
期
間
、
隔
年
で
「
万
葉
日
本
画

大
賞
展
」
と
い
う
公
募
展
を
開
催
し
て
い

た
。
こ
の
展
覧
会
は
、
『

万
葉
集

』
を
テ

ー
マ
と
し
た
作
品
を
公
募
し
、
審
査
を
行
な

っ
た
上
で
入
選
作
品
を
万
葉
文
化
館
で
展
示

す
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
入
選
作
品
の
中

で
も
大
賞
受
賞
作
一
点
と
準
大
賞
受
賞
作
二

点
に
は
賞
金
が
出
さ
れ
、
そ
の
作
品
は
万
葉

文
化
館
の
収
蔵
品
と
な
る
と
い
う
仕
組
み
で

あ
り
、
「

万
葉
日
本
画
大
賞
展

」
は
第
五

回
ま
で
開
催
さ
れ
た
た
め
、
万
葉
文
化
館
に

は
五
点
の
大
賞
受
賞
作
と
十
点
の
準
大
賞
受

賞
作
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
ま
た
、
そ
の
他
の
入
選
作
品
に
つ
い
て

も
制
作
者
に
よ
る
申
し
入
れ
が
あ
れ
ば
寄
贈

を
受
け
入
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
寄
贈
作
品

は
十
八
点
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め

「
万
葉
日
本
画
大
賞
展
入
選
作
品
」
は
現
在

三
十
三
点
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

に
な
る
。

「
万
葉
日
本
画
大
賞
展
入
選
作
品
」
は
、

｢

万
葉
日
本
画
」
と
同
じ
く
『
万
葉
集
』
を

テ
ー
マ
に
制
作
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
が
、
作

品
の
傾
向
に
は
若
干
の
違
い
が
あ
る
。
「
万

葉
日
本
画
」
は
『

万
葉
集

』
に
詠
ま
れ
た

歌
な
ど
を
素
直
に
絵
画
化
し
た
も
の
が
多

く
、
人
物
な
ど
も
古
代
の
衣
装
を
身
に
つ
け

た
姿
で
描
か
れ
て
い
る
が
、
「
万
葉
日
本
画

大
賞
展
入
選
作
品
」
の
中
に
は
『
万
葉
集
』

の
歌
の
内
容
を
現
代
風
俗
に
置
き
換
え
る
形

で
表
現
し
た
作
品
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
る
な

ど
、
よ
り
趣
向
を
凝
ら
し
た
表
現
が
見
ら
れ

る
傾
向
に
あ
る
。
こ
れ
は
、
公
募
展
と
い
う

性
格
上
、
各
作
品
の
制
作
者
の
創
意
が
よ
り

強
く
反
映
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
有
る
と
考

え
ら
れ
る
。
「
万
葉
日
本
画
大
賞
展
」
は

『
万
葉
集
』
の
普
及
の
他
に
万
葉
文
化
館
の

収
蔵
品
の
拡
大
と
い
う
役
割
を
担
っ
て
始
め

ら
れ
た
も
の
だ
ろ
う
が
、
こ
う
し
て
実
際
に

多
様
な
表
現
の
作
品
が
所
蔵
さ
れ
た
と
い
う

事
実
を
見
る
に
、
そ
の
試
み
は
一
定
の
成
功

を
収
め
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

他
の
収
蔵
作
品
と
し
て
は
、
万
葉
文
化
館

で
開
催
さ
れ
た
展
覧
会
で
取
り
上
げ
た
画
家

（

も
し
く
は
そ
の
遺
族

）
か
ら
の
寄
贈
作

品
が
存
在
し
て
い
る
。
多
く
は
万
葉
日
本
画

の
制
作
者
の
作
品
だ
が
、
三
瀬
夏
之
介
氏
や

内
藤
定
昭
氏
の
よ
う
に
、
万
葉
日
本
画
の
制

作
者
で
は
な
い
画
家
の
作
品
も
含
ま
れ
て
い

る
。
万
葉
文
化
館
は
日
本
画
を
主
に
収
蔵
し

て
い
る
が
、
こ
う
し
て
作
家
か
ら
寄
贈
を
受

け
た
作
品
に
は
油
彩
画
や
フ
レ
ス
コ
画
な
ど

も
含
ま
れ
る
。
寄
贈
作
品
の
中
で
は
井
上
稔

氏
、
烏
頭
尾
精
氏
、
岡
橋
萬
帆
氏
、
金
森
良

泰
氏
、
内
藤
定
昭
氏
、
野
々
内
良
樹
氏
の
作

品
は
ま
と
ま
っ
た
数
の
作
品
が
所
蔵
さ
れ
て

お
り
、
初
期
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
画
業

を
概
観
で
き
る
ほ
ど
の
も
の
と
な
っ
て
い

る
。
他
に
面
白
い
作
品
と
し
て
は
、
「
万
葉

日
本
画
」
や
「
万
葉
日
本
画
大
賞
展
入
選
作

品
」
の
素
描
が
あ
り
、
本
画
が
完
成
す
る
ま

で
の
画
家
の
試
行
錯
誤
を
う
か
が
う
こ
と
が

で
き
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

以
上
、
駆
け
足
で
は
あ
る
が
万
葉
文
化
館

の
収
蔵
作
品
に
つ
い
て
概
観
し
て
き
た
。
今

回
紹
介
し
た
「
万
葉
日
本
画
大
賞
展
入
選
作

品
」
と
そ
の
他
の
寄
贈
作
品
は
合
わ
せ
て
五

百
点
以
上
が
存
在
し
て
い
る
上
、
「
万
葉
日

本
画
」
と
異
な
り
ま
と
ま
っ
た
形
で
の
図
録

が
存
在
し
な
い
た
め
、
ど
の
よ
う
な
作
品
か

を
目
に
し
て
把
握
し
て
い
る
人
は
多
く
な
い

か
と
思
う
。
し
か
し
、
こ
こ
数
年
の
万
葉
文

化
館
で
は
年
に
二
回
の
館
蔵
品
展
が
開
催
さ

れ
、
そ
の
う
ち
一
回
で
「
万
葉
日
本
画
」
以

外
の
作
品
を
展
示
す
る
こ
と
が
多
い
。
機
会

が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
実
際
に
目
に
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

（
主
任
学
芸
員

安
永
幸
史
）

開
館
時
間
―
午
前
十
時
～
午
後
五
時
半

休

館

日
―
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
翌

平
日
）
末
年
始
・
展
示
替
日

図
書
室
の
ご
利
用
は
無
料
で
す

閲
覧
で
の
ご
利
用
に
な
り
ま
す
。
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図書室からの万葉庭園

絶景ですよ♪
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